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　　　　　　　策 1章 緒　　言

　貧血は癌腫個體に隨伴する症歌の 中で 最 も重 要

なもの の 一
つ で ある．動物 の 實驗的腫瘍 に於ては

貧血 が腫瘍の發生 に先行 して現わ れ る場合 も認 め

られ て い る が
1）、3）

， 人癌に 於て は
一
般に 二 次 的 に

發生 する もの とせ られ，その原 因として は 腫瘍継

織 よ り來 る毒素，出血 ，病欒 の 腐敗及 び 二 次 的感

染，骨髓轉移に よる直接的 な造血障碍等が舉げら

れて い る
4）．

　 出血 及び二 次的感染等は 別 として 古來最 も多 く

の 學者に よつ て支持 せ られ て來 た の は 毒素説で あ

つ て ， 事實癌腫組織 の 加水分解物 5）， 癌壊死物質

の エ
ー

テ ル 抽出物 6）
， 癌患者の 尿

7）
， 胃癌患者 の

胃液
3）

， 子 宮癌患者 の 帶下
9） 等 に 夫 々 催貧血作

用 の存在 する こ とが證明せ られ 宅い る．

　然 し乍 ら其の作用機轉に 就て は未だ定説 な く，

Polkio）
，
Weilii）

，
　Crile12）

，
　Elsberg13）

，
Gorham14）

。

Dietrich15）
，
　Ewingi6） 等は 溶血説 を主 張 し，

　 Gr−r

OSS17 ） は癌 「エ キ ス 」申に溶血素を證明 した と云

う． 又 Malininls） は癌患者の脾に於 て赤血 球貪

喰作用の亢進 してい るこ とを見 ，
Ashby19）

は癌

患者に於 て は 赤血 球の 寿命が短縮 して い る と報 じ

て い る．

　之等の主張 に 封 して Eisen20， は 胃液 の無酸症

に よる鐵吸收の不 足 ， M 。rgensen21 ） は 胃の 號貧

血 作用喪失 ，
Cheney22｝

は
‘‘

secondary 　anemia ，

1iver　fraction” の缺乏 ，
　 Putnoky23）

，
　OPPenhe −

im24），
　 Clark25）等は 肝機能障碍 と何れ も二 次的 な

原因 に よる Hb 生成 の 障碍が貧血 發生 の 主因 をな

す もの で ある と考 えて い る。

　更 に 最近協同研 究者山岡
5） は 癌患者に於 る悪液

質 の 發生機轉に 驕する研 究 中，癌腫 組織 加水分解

物 を動物 に長期間非經 口的に投與 す ると體重減少
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し ， 窒素平衡が負に 轉ずる と共 に 貧血 が現わ れ る

とい う興味 ある成績 を得て い る。

　 さて ， 子 宮癌患者に於 て は勿論 出血 が主な る症

状 と して 随伴 する もの で あ り， こ れ が本患者に 於

る貧血 の 原 因 として 重 要な る意義 を有する こ とは

言 うまで もない が ，果 して同患者に 見 られ る貧血

が 出血 の み に 基因 する もの で あ るか ， また癌患者

に 必 發する 體蛋 白缺乏歌態が どの 程度 こ の 貧血發

來 に 關與す る もの で あ るか s こ れ らの 問題 を檢討

すべ く本研究 を企 て た 次第で ある．

　　　　　 第 2章 　 窒 驗 柑 料 及 び 貫 驗 方 法

　第 x 節　實驗材料

　 昭和26及び 27の 2 年間に京都大學醫學部附屬病院産婦

人科 に入 院 した 子宮癌患者 の 中 よ り出．面の 殆 どな い 者27

名 （第 1．一一一・ISUIe名，第 皿期 7名，第 W 期10名）s 及 び

強 度の 出血 を有す る者 6名 （第 R・− E期 3名 ． 第W 期 3

名）を特に 選定 して 實驗材料 と した．其 の 中 2 名 の 再發

例を除い て 他は總 て未 治療患者でありs 合併症 を有す る

もの は 除外 した 。

　 尚子 宮發育不 全 ， 移動性子 宮後鵬 子宮腟部單純性 糜

爛 ， 陳舊性子宮頸管裂湯，小型漿液性卵篥嚢腫等の 患者

の う ち榮養佳良で，特別の 合併症を有 しない 者 10名 を選

fvrf實驗 の 蜀照 と した 。

　第 2 節　實驗方法

　被檢者 の 各 々 に就 て 先ず貧1血の宥無並 に程度 を判定す

る指標 と して Ilb 濃 度．ヘ マ トク リツ ト，赤 血球の 循環

量等を檢査 し，同時に赤血球内 Hb 密度を知る日的 を以

て 血 色素飽 和指數 を計算，更 に 骨髓赤芽球像をも併 せ 檢

査 した。叉蛋白缺乏の程度 を推測す る指標と して 血漿蛋

自濃度，血漿量，血液量 及び直腹筋膜蛋白含量 を 測定

し s 出血 の 有無 に よ り s 叉 癌進 行 期別 に 逼分 して 其 の 成

績 を比較檢討 した 。

　血液 の 諸檢査，體重測竃等は 全例に就て 行っ た が ， 胸

骨穿刺 は そ の うち 2 例 （封 照 5例，癌患者15例）に ， 直

腹筋蛋白含量の 測定 は開腹術を行っ た 26例 （勤照 6例 ，

癌患者 20例） の みに 就 て 行つ た 。

　檢査前の 處置は 全例
一

定とし，約18時間絶食 ， 但 し水

分の 攝取 は 自由と した ．某の 問蘓 血，リ ン ゲ ル 氏液，其

他の 注射 ， 投藥は
一

切避けた。

　 （1） 採血 及び血液の諸檢査

　 採血 は 耳朶及び 罵靜脈 よ り同時 に 行い ，前者 に 就 て Hb

濃度 を ， 後者 に 就て ヘ マ トク リッ ト及び 血 漿蛋自濃度 を

測定 した。　 引績き一側の肘靜脈よ り 0。5％ Evansblue

5ce を注射 し，　10分後反對側 の 肘靜脈 より採血 して 循

環血 漿量 を測 定 した．凝固阻止 嚠 と し て は 蓚酸 リチ ウム

を使用 した 。

　Hb 濃度の 測定は Erma 製檢定濟 Sahli　til色言i’（100
％ ＝ 13。8g ／dl）を用 い ，小宮26）に よっ て 示 され た注意の

下 に 行 っ た 。ヘ マ トク リッ トの測定に は Wintrrobe 管

を使用 ， 血色素飽和指數は次式 に よ り計算 した。

　　　　　S．1、＝
Hb 　（％ Sahii）　× ＿瑩5 ＿

　　　　　　　　　 Hct （％ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10  

〔但 し恒數菊 は Iladen の原法 に示 され た健康者の へ v

トク リツ 1・値其儘を用し丶 ；kl・こ羇する 互済b濃度｝」：／5（g！d1）
の代りに 1GO （％，　 Sah1D を用 い た 〕

　血 漿蛋白濃度の 測定 は Kjeldahl −｝1oweZ？），除蛋白は

Folin−Wu2B ） の 方法に よっ た 、、

　循環 血 漿量 の 測定 に使用 した 比色率 は 日立 製Spec 仕 o
−

photometer 　で ， 波長は 6工50A と した 。循環血 漿量及

び ヘ マ トク リッ ト値 よ り循鐶血液量及び赤血 球量を計算

した。

　 （2）　胸骨穿刺及び骨髓 赤 芽球像の 檢 査

　穿刺に は 小宮式穿刺器 を使用 し，場所は第2 肋間 に於

る 胸骨中央部を選 ん だ 。

　骨髓塗抹標本は乾燥後 May ・Giemsa 氏二 重染色を施

した ．但 し Giemsa 氏液 は S6rense箆 の 緩衝液 に よ り

pH 　 6。23に一
定 した。

　赤芽球數は骨髓有核細胞1000個に 就 て 強査 ， 其 の 核分

裂像 は 同 じ く骨髓有核細胞 1   0個に 樹 す る數で麦 した ．

赤芽球 の直徑 は Ocularmicrometer を用 い ， 2 0個に

就 て 測定 した．

　 （3） 直腹筋膜の 採取及 び 其 の 蛋 自含 量 の 測定

　直腹筋膜は臍と恥骨結合 との略 ζ 中央 に於て直腹筋前

面中央 よ り採取 した．標本 1個 の 重量は  。59 内外 32

個の 標本 に就 て 夫 々 以下述 べ る方法 に よ り其の 水 分 量 及

び 蛋 白含量を求め ， 成績は其 の平均値を以 て表した。

　採販 した標本 か らは 迅速 に脂肪及び 血液を去 り，豫め

デ シ ケ ーター
中 に保存 した重 量 既知の 秤量 瓶 に 納 め．直

に 秤量，新鮮重量 を 求め た後，　100・vllo ℃ 電氣定盟乾

燥器 中に て乾燥，恒 量 に 至 ら しめ る．新鮮重 量 と乾燥重

量 との 差 よ り水分量 を求め る．然 る後 Kjeldiahl氏法 に

よ つ て 標本全體 の 窯素量 を求め，之に 6。25を乗 じて 蛋白

量 を 計算 した 。

　　　　　　　　第 3 章　實驗 成 綾

　第 1節　饗　照
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　第 1項 Hb 濃度 ，
ヘ マ トク リツ ト値，及 び 血 色素飽

和 指數

　第 1表 に 示す如 く 10例の 對照婦入に於る Hb 濃度は

：11．0〜 13。5，平均12．49 畑 （90％ Sahli），ヘ マ トク リッ

ト値 （以 下 Hct 。と略す ） は 35．7〜 42．2．平均 39．6％，

血色素飽和指數 （以下 S工 と略す）は 0．95〜 L17 ， 平

件 873− 77

均 1．03であっ た．

　本邦婦入の Hb 濃度 に就 て は84．7％ （Sah，li）乃至 109．7

％に 至 る種 々 の 値が 示 ざれ て Vliる Z9 ）〜a4 ）が 私 の 成 績 は 略

it　＃ の 中位 に相當す る もの であり，
　 Hct．値は 志多 33）の

36．4％ よ りは稍 it大きく， 鈴木31 ｝及び河方 34 ）の 成績と略

it一致す る もの であ る．

第 1表 　對 照 婦人 の Hb 濃度，へv ト ク リツ ト値，血 色 索 飽 和指數 及 び 血 漿蛋 白濃度

症 例

番 號
年 酬 聖齢

Hct 値

　 ％
S。1．

血 漿

1234

…
5一
6

』
8

至
10

蛋 白

總 蛋 白

　 91d1
　 6．96

LA
“

f3
一
4

旦
6833

5一ρ
0

蛋
虫

ーロ42
ロ46
コ40
ーヒ4

磐
卩
012337

　　　　 12．3　　　　　42 。2t−　　 　　 　 　tttt−−tt＿ l

38　　　 12．8
42 　　 　 12．3
53　　　 12．1
23　 　 　 13．5
242945

　 　 　 13．3

12、0　　　．　　 40。8　　　　　　0眇95
11 ；0　　　　36．4　　　　0 ．99
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 ．95
　 　 　 　 　 40．8　　　　　 1．02
　 　 　 　 　 40．5　　　　　0．99
　 　 　 　 　 41．7　　　　　0r95
　 　 　 　 　 39．2　　　　　1．14
12．3　　　　　37．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工．07
12．8　　　　　35．7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．17
　 　 　 　 　 4廴 6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．04

7 ．357
．486
．917
．607
．737
，077
．02

棄 却 限界 ＊　 12．4± 1。7
不 偏分散　　　0．5139

．6± 5．51 ．03± 0．19
　 5．44　　　　　0．006

7．r．07
．247

齢25± 0．66
　 0．08

4．244
．04

　 4．234
．3D± 0．66

　 0．08

2．482
．682
．872
．603
．233
，102
．842
．662
．912
．912

．83：LO ．55
　 0．05

濃　　　魔

・ ！・　
殘
釜舞

ユ．74　 　 　 　 　 　 26．3
1．69　 　 　 　 　 　 21．5
　 　 　 　 　 　 21．51，551
．．65　 　 　 　 　 　 20．9
ユ．31　 　 　 　 　 　 21．5
1．49　 　 　 　 　 　 30．1
1．45　　　　　　　　20．7
1．60　　　　　19．1
】、。39　　　　　　　24．1
1．45　　　　　　　17。4

1．53 ± 0．231　 22．3± 8．6
　 G，02　　　　　　　13．25

　　　　　　　　　　　・ 棄却限界一・± ・ ｛（N ＋ ・）・1Nダ
！2

9 ： 標本雫均 ，ufi： 不 偏分散，　 N ： 標本數，　 F ： α ＝ 0．05
，
　 nl ＝ 1

，
　 n2 ＝ N − 1 に 對 す る F の 値

　第 2 項 血漿蛋白濃度

　第 1表に 示 す如く血漿總蛋自濃度 は6．91〜 7．73，平均

Y ．2591dl，ア ル ブ ミ ン （以 下 AL と略す ） 濃度 は 4。04〜

4．66，平均4．3091dl， グ ロ ブ リン （以下 GL と略す）濃

度 は 2．48〜 3．23．平均2．8391d1，　 AIG 比は 1，31〜 1．T4，

平均 工．53であ り ， 残餘 窒 素 （以下 R −N と路す ）濃度 は

IT．4〜30．1平均22．3皿g紐であっ た．

　 血漿蛋白濃度が其 の 測定法に よ っ て 若干 の差異を示

す こ とは周知 の 事實
35 ）、3η で あ る が，私 の 成績は 同 じ

くKjeldah1 −Howe の 方法 を以 て測定 した Eastman36 ）
，

池 田 381等 の血 清蛋白に於る値とng　it　一・etして い る．但 し

私 の 成績では GL ．中に フ イ プ リノ ゲー
ン を含 め た の で

IGL

濃度 は之等諸家 の 成綾 に 比 してTts　it大 き く，AIG 比

は 稍 it小な る値 を示 した．

　 健康者の 血漿 R −N 濃度 に 關す る 報告 は 極 め て少 く，

そ の 値 も測定法に よっ て 若干 の 變動を免れ難 い が
39 ），私

の 成績は 同
一方法を用い て 非溶血 i血液 に就て行っ た Fo ・

linS9｝の 成績 と よ く
一
致 して い る．

　第 3 項　循環血漿量 ， 赤血球量及び血液量

　第 2表 に示す如 く 10例 の 麹照婦入 に 於 る 循環血漿量

（以下 PV ．と略記する．赤 1血球量 及び血液量 も夫女 RCV

及び BV と記す） は 工丁18〜242 
， 平均 2098ec，　 RCV

は1034〜1685 ， 平均 1383cc，　 BV ぽ27τ1〜40TO， 平均34

81ccであり． 之 を体重毎瓩 量に換算す る と PV は 41．7
〜53．0， 平均 46．9ec，　 RCV は 25．4〜36．9， 平均30．9cc，

BV は 68．8〜90．O， 平均 77．7ccで あ つ た。

第 2 表 　 對 照 婦 人 の 血 漿 量，赤 血 球 量 及 び jfft液 量

症
例

総 量 c ⊂ 係 重薯
樽 量 ごぐ

番
号 血 貶量 赤衄掠量 鯉 舅瞳 血 漿 量 赤茎瞬 ．量 血 渡 量

120821 幸 ク ρ 3 “置24 σ．331177 亭

22305 ノ377 」52452 ．4 アoo82 ．4
323057 石85 聟 92 　 t 参 5．63 ヂ．／ 807
422551567 コ822 　 15303 首．ヲ 爭乱 0

52 亭ぼθ 〃 5ρ 卿 i必 ．830 、6 ワ5．幸
6 〃 781229 〜7タ745 ．！ 」2．宇 四 ．8
7 ’98阜 〃 8 ヲ 3273 阜ア 72 アノ 68．8
8 η 37103 チ 277 ア 45．727773 ．〃
920131 〃 6373 ノ 妬 325 ．4 〃 ．2

ノ o27607535367546 ．ノ 32 、877 ．ρ

棄却隈 罫 2078土 574 羝 33 士 53534811 〆砺 8 彰 ．7ヱ 8．2 ．玖ヲ
土aJ7z7 よ 革 5

季偏 分数 57053 ｛」曾82419406 よ μ 7 ！2．2　　　　13

ワ．5

　之等の成績は第 3表に 示 す如 く甑往諸家の そ れ と略 t

一致す る も の であ る．

　第 4 項　直腹筋膜蛋 白 含量

　10例 の うち 開腹術を行 っ た 6例 に 就 て 測定 した．第 4
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第 3 表 健 康i者 の 血 漿量 P 赤 血 球 量 及 び 血 液 量

　　　 （體 軍 毎 瓩 量 ）

使 用 せ

　る 色 素

Vital　red

　　　 血 漿量 赤 皿 球 1血 液 量
1 例 數　 　 　 　 　 　 9 　　　　　　

　
　 　 　 　 CC　　單 ．　 CCI　 CC

第 4 表　對 照婦人 の 直 腹筋膜蛋 白

　　　 含 量 及 び 同水 分量．

報 告 者

Keith 　et 　 a140 ｝＊

Bock4z ｝

R   wntree

　 　 　eta142 ｝

GibSOn
　 　 　 　 　 　 　 7 ・1824
　 　 　 就 a1 蚓

42
一

5
一

78349

一

150
　135

151 　　 308581

早

41

Davis 磁 ）

53　　 35　　 88

43　　 35　　 78

i／

「
・・

42　
』
24 　　 66

40．5　．36．5　　77

Greger ・・ n ‘5’

」 〃 5・ 45C ・ 185

症　　　　　　　 1　 董　白　奢　量　 ％
］伊

霜

号

朮 分 量

　　％ 対 痴 鮮 物 貢才 軛 蘇 粗

−
　
Z5

　

μ

5　
6

7 タ．575
．ウ

ア凱 67
乳 」

7 弘 ワ

7 二 9

25，ヂ
25．ク
2 引 62562532

弘 1

ヲ 9．5
／0 θ．0
ヲ6．9977

　 ヲヲ，9
／0 α 0

葉却限 界 ・一 ・ レ… 耶 9テ4 エ 3．6

玉儡倉敢 o．33 　　　 　　 θ，32 ノ。59

Stewart
　 　 　 　 　 　 　 　 Sl
　 　 et 　 al46》

29

Clark 　et 　a125 ｝

Henschel
　 　 et 農即 ）

河 　　 方
3 エ》

志　　 多鋤

tfSl 1632

Congo 　 red ！

〃　 　 　 　 20
　 　 1

　 　 　 　 8

45

鈴 　 　 hT“
：1）

45。536 ．51
．

82

45。O　．38。8　　83凾8

4馴 32・176 ・8

著 　者 引 丁・1824

T 「y
報d

．
・9

．

　 　 　 　 　 10　 　46．9

＊
（） 内は 丈 獻 番號

41．5 　 23．8 　 65曾4

44塾5〜：30．9〜75り4〜
　50．1E　32．5i　s2，6

30．9　 77．7

表 に 示す如 く直腹筋膜 の 蛋白含量 は 標本新鮮重量 に 野

して 24．1tw25．6 ， 平均25．O％ ， 標本乾燥重量に羇 して は

96．9’− 100。0，平均99．4％であ り， 水分量は74．3〜75。9，

平均74．8％であつ た．

　第 5項　骨髓赤芽球像

　ユ  例 の うち 5例に就て 骨髓穿刺 を行つ た．第 5 表 に示

す如 く骨髓全宥核細胞中の 赤芽球數 は 15。2〜21．5， 平

均 19．0 ％で，RohriS ），小宮 26｝，位田 4e｝
等 の成績と略

it一致す る 9

　赤芽球 の 核分裂像は 3．2〜 5。4，平均   3％で小宮の

成績とca　it一致す る。尚核分裂 は多染性赤芽球 の みに 限

られ て い るカ  之は位田 の 記載と
一

致す る。

　染色性 に よっ て 赤芽球を區分す る に ， 正 色性は14，5〜

第 5表 　對 照 婦入 の 骨 髓 赤 芽 球 像

　　　　　i　　　
I

症 例 番 劉
赤

 
數

1
同

纔
裂像I

　 　 　 　 　 I

　 　 　 　 　 　 21、5　　　　 3．2　 　 4一
7 ．三　 20．5　　 5．三

　 　 8

　　　 丞
　 染 　　　 色　　　性　　　％

蹄 倒 多 染 副 蘇 性

芽 ．．一．一．
　 　 　 準

　 正 色 性

　 　 　 　 　 　球

均 　 直　 徑 　 1Pt．．
．
．二

90　

1

21、014
．5

ヱ8．015
τ219
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棄麺靈⊆；
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過
’〇一

598

．

ー

フ宀
−

　．
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009申

5393
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．
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− 一一、7ρ，5

　　72
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　 　 65 ．5
　

』
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’
．066

。5士 13．7
　 　 20．88

　　 　

1　 　 14．5　 　　@
　 　 　　　
@ 　 15。0
　 　 13．0
　 　 15、5
　　22． 01
D0 士10．

　13

25

6 ． 2
99 多黏陣銚 　10。
@ 　　　　。 工 　 10 ．5
　　　　　　 12。2　 　　　　

12 。8
　1D4
　9．

　9．4

． 4士0．
　  。0
　10 ．2

@10 ．3

0．3
±0
．

　 。
512 τ一．」
．3 ・　1D3

：辷O曾8

　　　　　　　 l 　o 。07821 ．G ，平均17 ．5 ％，多染性は

。0 〜τ2 。D ，平均66 ．5 ％鹽 基性は1 繍0 〜22 。 0 ，

均 16。0％で ， 多染 性 赤芽球が 全 体 の 60 〜 70 ％を

め s残 餘 を正

性及び鹽基 性赤芽球が折 半し ている。 　赤 芽 球の平

直徑 は正色性では9．2〜9． 8 μ， 多染 性 では10 ．2…10 。5ti
鹽 基性では12 ．1 − − X

D8 μ，で幼弱 な 羅 ど 直徑が増大

てい る． 　 第 2 節
　 出 血の 殆ど ない子宮癌 患者

第工

　Hb 濃 度露ヘマト クリ ツト 値及 び血色 素飽 和 指數

　夫 k の測 定馗 は 第 6 表 に示す如くである

季 之を 推 計 學 的に檢 定し た所，次の 様な 成績 を 得た

　 〔 註 ：測 定値の分 散の均齊な 各 組相 互 間の比 較に

平 均 値 の 差 の強定（危 險率5 ％ ）を行つ
たが， 分散の 均

で

い場合 には棄却 限界法（危險率 596 ）5°）を利 用し

．〕 　 Hb 濃 度 ，　 Hct 値及 び血色 素飽和 指 數は

れも第
1
〜 H 期 及 び 第 皿期 では勤照 群 に 比 して有意 の 差 を示 さ
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第 6 表 　出血 の 殆 ど な い 子 宮癌 患 者 の

　　Hb 濃 度，ヘ マ ト ク リ ヅ ト値，
　血 色 素 飽 和 指 數 及 び 血 漿 蛋 白 濃 度
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第 IV期に 至つ て前二 者 は著明な減少を示 した が，飽和指

數 の み は依然と して 有意 の 差 を 示 さ な か つ た．之 は 後に

逑 ぺ る如 く 「出血大な る子宮癌患者」 の 場合とは大 い に

趣 を異に す る點である。

　第 2 項　血 漿蛋白濃度 （第 6 表 ）

　 （1） 總蛋白濃度 ：第 1− ll期及び 皿期では 對照群 に

比 して有意 の 差を以て 増加 して い るが 第 】V期では 迸 に 減

少す る．

　 （2） AL 濃度 ：第 1一皿期及び 皿期 では鸚照群に比

して有意の差を示 さない が ， 第 F期では有意の 差 を以 て

減少 して い る．

　 （3）　GL 濃度 言第 1一π期及び第 紐期では鉗照群に

比 して有意の 差 を以 て 増加 して い るが ， 第W 期では 饗照

群 の棄却限界 （2．83± 0．55）以 上 の 高値 を 示 した No ．

28 及 び 29の 2 例 を除くと聖照 群に比 して有意の 差を示 さ

な か っ た．即 ち第 1V期で は今迄増力llして い た GL 濃度は

漸次正常値 に向っ て減少 して 來 る もの と言え る．

　 （4）　AtG 比 ： 第 1 ｛ ll期及び 第 皿期でも氈に 鍬照

875− 79

群 に比 して 有意 の 差 を 以 て減 少 して お り， 第 W 期で は更

に 減少 度 を増 して い る．

　 （5） R −・N 濃度 ：第 1 − ∬期及び 第 蝸期 で は對 照群

に 比 して有意の差を示 さない ．

　然 る に第E糊 で は錣照群に 比 して 分散が 均齊でない の

みならず ， 對照群 の平均値22．翻 g伺を中心 と して12。5・V

18．9ng！dlと著 しく低値を示す者 （No ．21− 26） と2T，4〜

34．8mgfdlと逆 に 著 しく高値 を示す者 （No．27−・30） と に

分れ て い る．そ こ で第 W 期 は 母集團を 異に す る 2 個 の集

團の 混合ではなか ろ うか と の 想定 の 下 に 前者をW （A ），

後者を IV （B ）として夫 々 平均値及び 不偏分散等を求 め

る と次表の如くな り， 何れ も饗照群 に比 して均齊な る 分

散 を示 す の み な ら ず，平 均 値の 差 の 檢定を行 うと ， 】V
『

（A ）と ll「 （B ） との 間に は確に有意の 差があ り， 叉 羇照

群 に 比 して IV（A ）では有意の 差を以 て減少 して お り，
W （B ）では 逆 に 有意 の 差を以 て増加 して い るこ とが わ

か つ た ．即 ち第 W 期 に於て は血 漿R −N 濃度 は 對照群 に

比 して減少す る か ， 或は逆に増加す る か ， 何れ か の 方向

に向っ て變化して ゆ くもの と判定さ れ る．

f　 例　數　　単 均 値　　不 偏 分 散

對 　 照 　 群

］V　　（A ）

IV　　（B ）

1〔〕

ρ
0
一

4

22．316

．0

13．256

．82

30。0 14．37

　第 3 項　循 環 血 漿量 ， 赤 血 球量 及 び血液量 （第 7表）

　 （1） 總循鐶量 ： PV 及び R （）V は何れも第 1 − R期

及び第 皿期では 樹照群 に比 して 有意 の差 を示 さ な い が ，

第 π期 で は前者 は増加 し ， 後者は減少して お り， BV は

全期を通 じて 羯照群に 比 して 有意 の差 を 示 さ な か っ た ．

　 （2）　體重毎瓩循環量 ：PV は第 1− ll期及 び第 皿期

で は遇照群 に 比 して有意の 差 を示 さな い が ， 第W期 では

著明に増加 して お り，RCV は簗 工一一・　ll期で は肇寸照群 に

比 して僅 か な が ら有意の 差を以 て 増加，第 皿期で は 有意

の 差なく，第W 期では 著明 に減少 して い る が ， BV は第

1＿∬期及 び 第盟期では樹照群 に 比 して 有意の差は な

く， 第 】V期 でも異常 な増加を示 した 1例 （No ．29） を除

く と饗 照 群 と の 間に 有意の 差 は 認め られ な い ．

　第 4 項 　直腹筋膜蛋 白 含量 （第 8表）

　 （1） 標本新鮮重量 に封す る蛋白含量 ：第 1・一豆期で

は 鍋照 に 比 し て 有意の 差 を示 さ な い が ， 第 皿期で は有意

の 差を以 て 減少 して い る．第IV期で は唯 1 例に就て檢 し

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 7 表　出血 の 殆 ど な い 子 宮癌 患者 の

　　血 漿 量甥赤 血 球 量 及 び 血 液 量
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第 8 表　子 宮癌 患 者 の 直 腹 筋 膜

　　 蛋 白 含 量 及 び 同水 分 量
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得た に 過 ぎな い が，第 置期に於る よ りも更に著明に 減少

して い る 。

　 （2）　標本乾燥重 量 に 對す る蛋自含量 ：第 亙一皿期 で

は異常な高値 を 示 した 1 例 （N ・。　 6）を除 くと 他の 9例

では蜀累に比 して 有意の 差は 認め られ な か つ た．第 皿期

で は a例 （N ・．粉 を除い て 他 a）5例では著明な減少を

示 した 。

　 （3） 直腹筋膜水分量 ： 第 1一亞期 で も第 皿期で 屯對

照 に比 して 有意の 差を示 さ なか つ た ・

　第 5項 　骨髓赤 芽 球 像 （第 9 表）

　赤芽球數及び其の 核分裂像は第 1 − ・9SU及び 第 皿期 で

は 翼 照 に 比 して 有意 の 差 を 示 さ な い が ， 第 1V期では著明

に 減少 し て い る。

　次 に 赤芽球 を原形質の 染色性 に よっ て 正 色性 ， 多染性

及 び鹽基性 の 3 種 に 冨分 し， そ の各 く が全赤 芽 球 中で 占

め る比率の 消長を檢討した 所，何れも第 1一亜期では饗

照群 に 比 して 有意の 差 を示 さ な い が．第 皿期及び第 W 期

で は正色性 は 有意 の 差を以 て 増加 して い るが ，多染性 は

逆 に減少し て お り ， 鹽基性は第 ”期に入つ て初 め て 有意
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の 差を以 て 減少 して い る．

　赤芽球の直徑 を其の 値で比較 した所 ，
正 色性 s 多染 性

及び鹽基性赤芽球の 何れに於て も第 1一丑期及び 駆期 で

は 封照群 に 比 して 有意 の 差 を 示 さ な い が 穿 第W 期では有

意の 差 を以 て増大 して い る a

　尚es　an及 び第 jv期で は原形質 が 正 色性 を 呈 しな が ら尚

核分裂 を 營む もの が 認 め られ s 且 正 色性泰芽球に於 て も

一
般 に核 の 萎縮像に乏 し く．比較的大型 の 核を有す る の

が認め られた ．

　第 3節 出 血 多量 な る 子宮癌患者

　襯察例 は 第 ｝
．・」期 3例 ， 第1y期 3 例，計 6例 で ， 特

に 出血の 大な る 者の み を選 ん だ．即 ち最短 1 ヵ 月 ，最 長 1

ヵ 年に 亙 る不 規則 な出血を繰返え して 入院 した もの で，

檢 査 は 總 て 出．［血の 持 績 中． 或は自然止 血 の 直後に行っ

た。

　第 1 項 Hb 濃度 ，
ヘ マ トク リツ ト値及 び亅絶 素飽和

指數 （第 IO．表）

　 Hb 濃度 は 「出血 の 殆どな い 子宮癌患者 」 に 比 して 第
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第 9 表 　子 宮癌 患 者 の 骨髓 赤 芽 球 像
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　　第 10表 　出 血 大 な る 子 宮癌 愚 者 の Hb 濃度
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1一豆期 に 於て既 に 僅かなが ら減少 して お り ， 第W 期で

は更に著し く減少して い る が，Hct 値 で は第 1 − ∬期に

於 て も第 π期に於て も有意 の 差 は認め られ な い ．S ．1 ．

は第 1−T ∬期では有意の差は な い が ， 第 W 期では有意 の

差 を以 て 減少 して い る．

　第 2 項　血漿蛋 白濃度 （第10表）

　總蛋 白濃度 を始 め ．AL 濃度，　 G 上 濃度 ，
　 AIG 比の 何

れ も各期を通 じて 「出血 の 殆 どな い 岡期癌患者」 に 比 し

て 有意 の 差 を 示 して い な い ．

　残餘窒素濃 度 も第 1 − H期 で は 「出血 の 殆 どな い 者」

877− 81

に比 して 有意の差を 示 して い な い が ， 第W 期では前節 に

述 べ た W （B ）群 と比 較す る と有意の 差を以 て低値を 示

して い る が ， W （A ）群と比 較す る と有意の差な く， 反

蜀照婦入と比較 して も有意 の 差 は認 め られ な い ．即 ち出

血 大 な る第 ∬ 期癌患者 で は 「出血 の 殆 どな い 場合」 に 見

られた 如 く血漿残餘窒素濃度の 増加を來 して い る もの は

な い ．

　第 3 項　循環血 漿 量 ，赤 血 球量及び 血 液量

　少數例であ るた め 體格の 大小に よる影響 を可及的に避

けん と して體重毎瓩量 に就 て の み檢討 した （第11表）．
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878− 82 子 宮癌 患 者 の 貧血 と 蟹 白 缺 乏 と の 關係 日産婦 誌 7 卷 7 號

　血漿量 に就て みると第 1一冠期では r出血 の 殆 どない

者 」 ， 叉は 正常婦人 よ りも減 じて い る。第】V期 では稍 ぐ

増 し，正常値 とはなっ て い る が ， 然 し 「出血 の 殆どな い

者 」 よ りは減少 して い る，

　赤 血球量及び血液量 は 第 1 一盟期 に於 て も第 N 期 に 於

て も 「出血 の 殆 どない 者 」 に 比 して減少 して い る。

　．第 4項　直腹筋膜蛋白含量

　筋膜蛋自含量 を測定 し得た の は 第 1…∬期 の 3 例 の み

であ る （第 8表）。

　標本新鮮重量 に 對 す る 蛋白金量では 3例中 2例 （第

11，
13例）は翼照の 棄却限界 （25．0± L6 ％） 内 の 値 を

示 して い る が s 他 の ］一例 （第 12例）は棄却限界 を 越 え て

著 し く低値を示 して お り，標木乾燥重量 に對す る蛋白含

量 では 1 例 （第13例）の み が 翼 照 群 の 棄却限界内 （99．4

血 3．6％） の 値を示 し ， 他 の
“
z 例は そ れ以下に 減少 して

1

い る。夊直腹筋膜の 水分 量 は 3 例中 2 例 （第 1島 13例）

で は 拇照群 の 棄却限界 内 （
’14．8　1： L6 ％）の 値を示 して

い るが ， 他の 工倒で は そ の 限界 を越 え て 著 し く低値 を示

して い る。

　 第 5 項　骨髓赤 芽 球像 （第 欝表）

　 脅髓赤芽球像 を檢 し得た の は第 丕
‘一皿期 の 2例及 び第

脚期 の 3例であ る （第 9表）．

　第瓦一盟期 に 於て は 赤芽球數並 に 其 の 核分裂數で は

咄 血 の殆どな い 同期癌患者」に 比 して も，正 常婦人 に 比

して も差はな い が，最 も幼弱型 であ る鹽基 性赤芽球 が そ

れ らの約 2 倍 に増加 s 從 っ て 多染性 及び正 色性が減少 ，

殊 に前者 の減少が著 しい 。赤芽球 の 直徑 も 縮小 して い る

が ， 殊 に 正 色性及び多染性赤芽球直徑 の 縮小が著明であ

る．

　 第］V期で は 3例中 1 例 （第31例） は赤芽球數 並 に共 の

核分 裂數，幼弱型 赤芽球 と成熟型赤芽球 の 比率 ， 赤芽球

の 直徑等何 れ も對 照 婦 人 に 於 る と殆 ど差な く ， 他 の 1例

　（第 32例）は 赤 芽 球數並に其の 核分裂數 ， 正 色性 赤芽球

數等は 正 常慎を 示 して い るが ， 多染性赤 芽球が減少 して

鹽 基 性 赤芽球 が増加 し，赤芽球 の 直徑も縮小 して い る．

．更 に 他 の 1 例で は大體之 と同様 の 傾向 を示 して い るが ，

更 に
一

歩前進 して おり， 赤芽球數は 肇寸照婦人 に 於 る よ り

も更 に 著 し く増加 し， 多染性 の み な らず正 色性赤芽球 も

減 じて い る．即 ち 3 例 3 様 の 骨髓像 を 呈 して は い る が，

　「出血 を 殆ど伴わな か っ た 第】V期癌患者」 に 比すれば其

の 程度 の 差 こ そ あれ 赤芽球數 は 著明に増加 ， 其の 核分裂

數 も増加 ， 殊 に 幼弱型赤芽球 の 増加 が著 し く，從つ て成

熟型赤芽球 は減少．赤芽球 の 直徑 も縮小 して い る。

　　　　　　　 第 婆章　考　　按

緒言 で 述 べ た樣に 私 は子 宮癌患者に 現われ る貧

血 が果 して 出血 に よるもの で あるか，或は體蛋 白

消耗 の 結果 起 る貧血 で あ る か 主 とし て檢討すべ く

こ の 實驗 を企 て ， 其 の 目的に 副 うよ う選 んだ諸項

目 に 就て の實驗成績 を前章 に於 て詳細記述 して來

た ．

　今 それ を
一
括表ボ すれ ば第 12表の如 くで あ る．

　先ず 「出血 を殆 んど伴わない 子 宮癌」各期 患者

に就 て實驗 した所 を通覧する に ，第1旺期 迄は 毬b

濃度 ，
Hct 値 ， 鴛 CV 等何れ も正 常範國 内に あ

り，貧血 は認 め られな い が，第W 期 に於て は何れ

も正常値 よ り減少 して お り， 明か に 貧血 の 起 つ て

い る こ とを知 り得た 。

　 而 も私 の觀察例は 多數 の入院患者の 中か ら特に

慎重 に選擇 した症例 の み で あっ て ，そ の 貧血 が出

血 に 因 る もの で ない こ とは 略 ヒ確實 と言 つ て よ

い ．

　 更に 之等 の 患老の 中か ら任 意 に 選んだ 12例に 就

て其の 骨髓像 を調べ た所，第 π期迄は 正 常像 を示

して い たが ， 第 皿 期 ， 鄭ち未だ貧血 の見 られなか

っ た 時期 に 於て 既に 若 干 の 異常所見が現われて い

る，即 ち赤芽球 數及 び其 の 核分裂數は 正常 と大差

なか っ たが，正色性赤芽球が増 し g しか も其 の後

は比較的大 きく， ．H核分裂を示 す もの す らあ 甑

多染性赤芽球數は減 じてお り，貧血 の 現わ れ た 第

W 期癌 で は 骨髓の變化は更に顯薯 とな 甑 赤芽球

數及び其 の 核分裂像は著減 し，正色性赤芽球 は増

し，多染性及び鹽基性赤芽球 は減 じ，赤芽球直徑

も増大 して い る．

　 斯 る骨髓の 變化は 所謂 出血性貧血 ，乃至 は 鐵缺

乏性貧1虹時 に見 られる像
「
」1）−54） とは全 く逆で あつ

て ，出血僅少 なる癌息老 で は儼令高度の 貧血 に 陥

つ て い る場合で も静脈 内に 注射 した 放射性鐵 の殆

ど利用せ られな い こ とを見 た Fincb55） の 實驗や，

末期癌患者 の 肝 ， 脾等に 大量の 鐵の蓄積せ られ て

い る こ とを見た Sandberg56），
　 Gross57） 等 の 研究

と共 に其 の 貧血 が鐵 の缺乏に よる もの では ない こ

とを明か に 示 してい る．

　 赤血球 の 主 要構成成分 とな る Hb が鐵 と蛋白 と
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の 結合物で ある以上 ， そ の貧1血が鐵の 敏乏に よる

もの で なければ蛋 白 の 缺乏に よるもの で あろ うと

い うこ とは 當然念 頭に浮ぶ こ とで ある．

　そこ で先ず斯 る骨髓像 の 變化 と血漿蛋 白所見 と

の 關聯 を見 るとee　IT！期迄は總蛋 白濃度は稍 ヒ増 し

AL は正常 ，
　 GL は稍 辷増 し て い るが ， 第 ユV期に

入 る とGL の み は 大體正常値 を保 つ て い るが ， 他

は全 部減 じ ， 特に A ／G 比 は著減 して い る v 鄭ち

第皿 期 に於て 骨髓像に は既に 特異な變化が現われ

て い るに も拘 らず血漿蛋白濃度で は大 した變化は

認め られない ．

　血漿蛋 白濃度と並んで 近 時血漿量や血液量58）＋

b4）
， 或は血 漿AL の循環量65）の減少が蛋白缺乏 の

指標 と して 重硯せ られ て い るが ，血漿量は第皿期

迄は正 常，第 1V期 で は 寧ろ増加 して お り，血液量

は各期 を通 じて 正 常値 を保 ち，血 漿 AL の循環量

も上述 の成績か ら明か な如 く少 くとも第 皿 期迄は

減 少 し て い な い ．

　然 し Whipple66）〜68）に よれば血 漿蛋 白は組織 内

に 在 る所謂貯蔵蛋白に對 して priority を持 つ て

お り，蛋 白の敏乏に 際 して は 前者 に 先ん じて先ず

後者が減 少 してゆ くとい う．從 つ て假令血漿蛋 白

値等が正 常値を示 して い る揚合で も貯蔵蛋白量が

果 して正常で ある か どうか を檢討 して みなければ

一概 に蛋 白の 缺乏が ない と斷定 するわ けに は ゆか

ない ．

　 貯蔵蛋 白量 の 多寡 を推定す る方法 とし て は體

電 ， 比 體 重等 を測定す る簡單 な方法 もあるが正確

を缺 き，
Harreun69）の提唱 し た生理 食鹽水静脈内

注入 法 も實驗方 法 とし て缺陷 を持 つ て い る
70）・

　 然 る に Addis 等71）の 饑餓實驗，或 は Schoen −

heimer
，
　 Rittenberg 一

派
72）一’76） の 同 位元 素を用

い た實驗 に よれ ば體内貯蔵蛋 白量の消長 を最も早

期 に．且 つ 鋭敏 に 反映 す るの は肝で あ つ て ， 膵 ，

脾，胃腸等が之に次 ぎ，筋肉，結締織等 を含 む所

謂 Carcassの 蛋 白活性 は 最 も低 く， 且 つ 遅 い ．

然 し共の反面 肝脾等に 比 すれ ば標本 の 採取 が極 め

て容易 ，且 つ 安金 で あ り，而 も其の蛋 白含量 の 低

下 は 假令輕度 で あ つ て も直 に貯蔵蛋 白の 重 篤な缺

乏状態 を示 す もの と解 する こ とが 出來 る．よつ て

俘 879−−83

私 は Localio7Dに 倣 い 所謂 carcass に 屬す る と こ

ろ の 直腹筋膜 の 蛋 白含量 を測定 し，之 に よつ て 貯

蔵蛋 白含量 の 消長 を窺知 せ ん と し た の で あ る が，

その蛋 白含量は第 1 期迄は 正 常で ある が ，第皿期

に於 て 既に 減 じて お り， 既に 可成 りの體蛋白の 消

耗 の 起 つ て い る こ とを示 して い る．第1V期に 至 れ

ば更 に著減， 此の 時期に於 て は 血漿蛋 白濃度 ，

A！G 比 に もそ れが現 れ て い る．而 して 上述 の 樣 に

第 皿 期 ， 部ち貧血 は未だ現 れて い な い が組織蛋 白

の消耗の 始 つ て い る時期 に 於て 早 くも骨髓に は特

異 な豫が 出現 して お り， 組織蛋白の 減少高度 とな

り，それ が短漿蛋 白濃度に も現 れて い る第 N 期に

於 て は 骨髓の 特異像は 更 に進展 し，こ S に初め て

貧血も顯薯 に 出現 して い る。

　 之等の 變化 の 出現時期 を仔細 に比較檢討すれば

共の 貧 血 の 成因 に封 し體蛋 自の 消長が重大 なる意

義 を持 つ て い る で あ ろ う こ とが容易に推想出來

る ．

　 事實第 IV期 に 見 られ る特異 な骨髓縁 を仔細 に臉

討する と， 赤芽球は著減，特 に 幼弱型赤芽球 が減

じ，某の 模分裂 も減少 ，直徑は増大 して 明かに造

血機能 の減衰を示 して お り， 操
7a）

， 桂
79）

， 輻井so），

安 田 3エ）等が 食餌性蛋 白缺乏 症患者 に 於 て 得た所見

と略 辷一致 して い る．第 皿 曙に 於 ては赤芽球 數や

核分裂 の 減少 ．直徑 の 増大 等は 見 られない が ，幼

弱型赤芽球は早 くも減少 して お り，皀旡に 或程度の

造 血障碍 が起 つ て い る もの と解 される，而 も斯か

る所見 は Thorell一派 の 業績
s2） に從 えば骨髓赤

芽球 内に 於 け る リボ核酸の 減少像 とも見るべ き も

の で ある が， リボ核酸 は 所謂貯蔵蛋白 と して の 性

質 を有す る も の で あ るか ら して
＆3）

， 體蛋白缺乏 初

期 の 骨髓に 先ず斯 か る所見 の 現 れ て來 る こ とも容

易に 首肯出來 る．

　 此 の 樣な造 血機能障碍が主 因 となつ て赤血球は

徐 々 に 共の 數 を減 じ，Hb も之 と並 行 して減少 し，

第】y期 の頃 に羣つ て 初めて 箸明な貧血．と して認識

せ られ る に 至 つ た もの で あろ うと推察 され る．

　 然 る に 一方 「大なる出血 を伴 つ た子宮癌患者」

に就て得た る成績を通覧する に ， 第 1 一
皿 期 ， 帥

ち 「出血の 殆 どない 子 宮癌患者」 に 於 ては未だ全
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く貧雌 もな く， 蛋 自 の敏 乏 もな く，骨髓 に も何等

特異 な變化 の 認め られ なか つ た時 期 に 於 て ， Hct

値
’
は之 と同様正常値を保 つ て い るが，｝｛b 濃度は 既

に輕度乍ら減少 し て お り，而 も血 漿量が減少 して

い ．るの で赤 エfiL球 や f｛bの循環量 も當然減 じて い る．

又 血漿蛋自は濃度で は各分屑共 「出」血の 殆 どな い

者」 と差は ない が，1血漿量が上述の 樣 に減少 して

い るの で循環量は 當然減少 して い る筈 で あ り警 鵜

織蛋 白含量 も飫 に 減少 して い る者が あ翫 　皀Pち

輕度で は あるが早 くも貧血 や 蛋 白 の 缺 乏 が現 れ て

い る e

　而 も其の 骨髓豫を見る と，赤芽球數並 に其の 核

分裂數は正常で あるが ， 最 も幼弱な盤基性赤芽球

ヵミ薯 しく増加 し ， 成熟の 進 んだ多 染性及び正色性

赤芽疎 は減 少 して お り， 赤芽球 の直徑 も縮小 して

い る 。郎ち典型的 な鐡敏乏性 の 骨髓像
51 ト 鋤 とは

言えな い まで も之 に近 い も の で あつ ℃ そ の 貧血

が鐵の 鮫乏 ， 換言すれば 出血 と密接な關係 を持 つ

もの で あ る こ とを明 に 示 して い る t

　之等 の 事實 を 「出血の殆 どない 予宮癌患者」 に

就て得 た 所見 と封比 して考察すれば斯か る初期癌

患者 に 見 られ る貧血 が癌その もの に よ る の で は な

く， 主 として 出血 に よ るもの で あ る こ とが容易に

理解 出來 よ う。

　之 に 對 し第 W 期で は Hct 値 の 減少 度は 「出血

の殆 どない 者」 と差は ない が ， ffb濃度 は之 よ り

も更 に強 く減 じて お り，S．9．も著 しく低下 し て い

る。又此 の時瑚 に 於 て 血漿量は 」「三常値に復 して い

る とは い え， 「eii　uiLの 殆 どない 者、1 に比 すれぱ矢

張 りな お遙 に 低 値 を示 し て お り，從 つ て赤 血球や

Hb の 循環量 屯之 よ り更 に 強 く減 じて い る。 血漿

蛋白 も濃変で は 「出血の 殆 どな い 者」 に 比 して 差

は ない が，血漿量に 上述 の 樣 な差 が あ る の で 循環

量は 當然之 よ りも著 し く減少 し て い る筈で あ るA

郎ち 「大 なる 出血 を 伴 つ た第 玉V 期癌患者」 で は

「出血の 殆 どない 者」に 比 して貧血 の 程度 も蛋 白缺

乏 の 程鹿も更 に 1歩前進 して い る もの と認め られ

る。而 して 其の 骨髓赤芽球 像を見 る と 3 例 の うち

1 例 で は 一見正常婦人 の 骨譴豫 と殆 ど差 なき檬 な

像を呈 し て お り， 1 例 で は赤芽球數及び其 の 核分

裂數 で は 正 常 で あ る が 幼弱型赤芽球 が増 加・赤芽

球 の 直 徑 は縮小 して い て正常 と鐵缺 乏豫 との 中間

型，他 の 1 例 で は更 に 1 歩前進赤芽球數 も著明に

増 加 し略 ヒ典型的 な鐵缺乏 豫を呈 して い る。部ち

3例 3 檬の 骨髓豫 を呈 し て は い るが ， 何 れ に せ よ

「爵血 の 殆 どない 第IV期癌 患者」 に 見 られ た 如 き

機龍減衰 鱇 とは薯 しく其の趣 を異 にす る もの で あ

つ て ，恐 ら くは 骨髓 に 對 し「出血 なき末期癌患者」

に 見 られ た と同樣の 蛋 白の敏 乏 に よる影響が・作用

して い る上 に，更に 出血 に 由來す る鐵鴃乏 の 影響

が 加わ り，その輕 重 に よ つ て或 る場合 に は全 く逆

の 傾 向 を持 つ た 兩作用 が相殺 し て一見正 常婦人 に

於 け る と殆 ど差 の な い 樣な骨髓豫 を呈 す る に 至 つ

た もの で ある と推察 され る ．

　事實その 臨床經過 ，血漿蛋 白濃度等を仔細 に檢

討する と ， 骨髓 に最 も強 い 鐵缺乏 豫の 現 れ て い た

症冽 （第33弼 ）では 既に 約 1 年前か ら
．
不規則な大

出血を繰返 して お り， 血漿總蚕白濃度 も稍 ヒ薯明

に 低下 して い るが ， A ！G 比 は正 常値を示 して い

て ，出並Lも強 く貧血 も高度で は あ る が 體蛋 白 の消

耗 は 比較的輕度 に止つ て い る と思 われ る もの で あ

つ た の に 對 し， 骨髓が 正常の 像 を呈 し，
．
或は 之 と

鐵献乏 との 中間型 と思わ れ る症例 （第 31， 32例 ）

で は出血 の 期聞は之 よ りも遙 に短か か つ た に も拘

らず，晦漿蛋 白濃嵐 　A ！G 比等は 前者よ りも逡

か に強 く減 じ て お り， 重篤な蛋 白缺 乏歌態 に陷 つ

て い る こ とを示 して い た d

　要す る に進行度を等 し くす る子宮癌 患者 で も出

1血．を伴 うか伴わ ない か に よつ て骨髓豫や末稍血 液

縁 に 現 れ る所見は 可成 り變 つ て お り，時 に は全 く

逆 の所見 を呈す る こ とす らあ る こ とを指摘 して お

く．

　　　　　　　第 5 章　總 　　括

　以上私 は 子 宮癌 患者末期に 現 れ る貧血 は單に 出

漁の み に よる もの で はな く，體 蛋白の 缺乏 と關係

あ る も の で あ ろ うとの 着想の 下 に，出血 を殆 ど伴

わ ない 子 宮癌息者 ， 並 に大な る出血 を伴つ た子宮

癌患者夫   に 就 て 旺b 濃度，ヘ マ ト ク ワ ツ ト値，血

色素飽和 指數，血漿量，血漿蛋 白濃度，組織蚕白

含量，骨髓赤芽球 像等 を進行期 を追 つ て 仔細に檢

討 した結果， 出血を殆 ど伴 わない 者 に 於 て も末愬
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に なると著明な貧血が現 れて お り， 而 も流血申に

は 未だ貧甑鱇が現 れず，又 血漿蛋 白に は變化はな

い が ， 既に組織褒 白の消耗が始 つ た と思われ る時

期 に 於 て 骨髓に は 早 くも造 血機能の 減衰 を思わせ

る鱇が認め られ ， 組織蛋 白消耗度 が 更 に強 くな

り，血漿蛋 白値に もそれが現れ る時期 に なる と初

め て貧血 が現 れ，骨髓 に も明瞭な造晦機能減衰像

が現 れて い る こ とを知 つ た ，然 るに大 なる出血 を

伴 つ た 子宮癌患者に 於 ける所見 は之 とは 可成 り變

つ てお 刎　 「出血 の 殆 どない 子宮癌患者」で は未

だ貧血 も蛋 自の缺乏 も現 れ て い な い 時期に 於 て 甎

に 貧血や蛋 白の缺 乏 が現 れ て い る の みな らず，骨

髓に も出血に よ る 影響が強 く現 れ て
’ts　To， 末期に

於 て は 赤血球 に も血色素飽和指數の 低下 の 如 く特

異 な所見が認め られた ．

　以上の 所見を綜 合 して私は一般 に 悪性腫瘍患者

に必發する貧血は必 ず しも出血 に よる もの で は な

く ， 又 鐵の 餓乏 に よ るも の で もな く，腫瘍患者の

末期 に 必ず現れ る體蛋 白の 缺乏 に よる造 血機能の

減 衰がそ の 主 因で ある と推論する と共 に ， 禺血 を

伴 つ た 腫瘍患者に 見 られ る所見を以 て單 に腫瘍そ

の もの に よ る影響 と速 斷す る こ と な き襟警告す

る ．

　擱筆 に 臨 み 絡始御 懇 篤 な 御指導並 に 御校閲 を 賜 つ た
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實驗材料 と な ち れ た 患 者 各位 に 對 し 滿腔 の 敬 意 を表 す

る ．
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